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［論文要旨］
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❷縄文時代のクリ資源管理
❸縄文時代におけるウルシの導入と利用

❹縄文時代における種実類の利用
❺縄文時代における外来植物の移入とマメ類の栽培化

❻木材でも種実でもない森林資源利用としての編組製品
❼縄文時代の森林資源管理のモデル

　本論では，1980 年代以降に行われた低湿地遺跡の発掘調査の成果をもとに，木材と種実遺体を中

心として植物利用に関する研究成果を総覧し，縄文時代における森林および植物資源の管理と利用

を概観する。この約 30 年の研究によって，縄文時代の人々は単なる狩猟・採集民ではなく，少なく

とも前期以降の東日本を中心とした 10 年以上定住した集落では，クリとウルシを中心として，集落

周辺の森林資源を管理して利用していたことが明らかとなった。クリが選択されて利用されたのは

果実と木材が有用で活用しやすいためだけでなく，クリの木が石斧を利用する当時の伐採技術に適

していたという面でも選択されていた。ウルシの樹液を用いた漆器の製作と木材の利用は，前期以

降，東日本を中心とする地域には普遍的に認められ，木と技術が前期以前に中国大陸からもたらさ

れたことを示唆している。縄文時代の人々は，中期頃以降，クリやウルシの利用に加えて，アク抜

きが難しいトチノキを加工する技術を獲得し，これを水辺の施設で加工して利用することで，より

重層化した植物資源利用を行っていた。中期頃には有用な品種の選抜も行われるようになり，クリ

やマメ類（アズキ亜属，ダイズ属）では，現在の栽培品種に匹敵する大きさの種子をつけるものも

利用されていた。早期でも，類例はわずかであるが，植物性素材の選択は明瞭に行われており，ま

た日本列島外から植物が移入されていたことが明らかとなっている。九州地方では，編組製品の素

材の選択が早期に確立されており，後期までは引き継がれていた。最後に，総括として，東日本を

中心とした地域における森林資源の管理と利用の様相を集落の立地との関連で復元し，西日本を中

心とした地域における森林資源管理と比較して考察した。
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